
平成27年  署・業種別死亡災害発生状況 ( 確定 )

広島労働局
増減率

％

広島中央 (1) 8 (3) 1 2 5 (3) 1 24 (4) 24 (10)

呉 1 1 -2 5 5

福  山 4 (2) 1 2 (1) 1 (1) -2 8 (1) 3 -63%

三  原 3 (2) 1 1 (1) 1 (1) 1 1 (1) 4 (3) 300%

尾  道 1 1 10 (2) 12 (7) 20%

三  次 3 (1) 1 1 (1) 1 農林業 -

広島北 2 (1) 2 (1) 1 商　業 2 (1) 4 (3) 100%

廿日市 2 (1) 1 1 (1) 1 清　掃 3 1 (1) -67%

合 計 24 (10) 5 3 4 (3) 12 (7) そ の他 5 (1) 7 (3) 40%

（注１） （ ）は交通事故で内数。 （注２）業務上外、労働者性等調査中のものを含む。 最終発生日

10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 26年

全 産 業 53 72 53 41 31 33 70 47 39 35 41 19 31 30 31 24

製 造 業 12 13 10 7 8 10 17 9 11 6 19 5 10 6 5 5

建 設 業 20 18 21 18 11 7 23 13 6 12 7 4 7 8 7 8

運輸交通業 10 15 8 7 5 6 16 9 12 8 4 2 4 10 4 1
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平成25年及び平成26年については年間確定件数、平成27年については平成28年4月4日現在の件数。 



広島労働局

№ 発生月 業種 性別 職　種
経験

(年数)
事故の型 起因物 災害発生状況

1 1月 製造業 男 50 代 塗装工 25 墜落、転落 その他の乗物
造船所のドック内において、修繕船の塗装作業中、足を踏み外し、高さ約９メートル下の
ドック底に転落した。

2 1月
その他
の事業

男 50 代 警備員 8
交通事故(道
路）

トラック
一般国道のバイパス上り線出口付近で、道路工事による通行止めのため、車を一般道へ誘
導作業をしていた警備員が、バリケードを突き破って直進してきたトラックにはねられ
た。

3 3月
清掃・と
畜業

男 30 代 作業者 1
交通事故(道
路）

その他の乗物
ダンプカーとバキュームカーが出会い頭に衝突し、バキュームカーの助手席に乗っていた
被災者が車の外に投げ出された。

4 3月
運輸交
通業

男 50 代 バス運転手 20
交通事故(道
路）

その他の乗物
自動車専用道路において、マイクロバスを運転中、トラックが対向車線にはみ出し、マイ
クロバスと衝突した。

5 4月
その他
の事業

男 20 代 営業
３ヵ
月

交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

直営工場から支店に帰社のため車を運転中、センターラインをオーバーして対向車と激突
した。

6 4月 商業 男 50 代 運転者 2 墜落、転落 掘削用機械

ドラグショベルの下敷きになって、倒れている状態で通行人が発見。
リースしていた１トンドラクショベルを引き取るため建設現場に出張していた被災者が、
当該ドラクショベルを１．５トントラックへ積み込む際、ドラクショベルと転落し、下敷
きとなったものと推測される。

7 4月
運輸交
通業

男 50 代 運転者 10
交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

軽四輪車にて配送作業中、一般道路を走行中センターラインをオーバーして大型トラック
に正面衝突した。

8 5月 製造業 女 60 代 製造作業員
６ヵ
月

墜落、転落
エレベーター、
リフト

工場２階において製造した商品が入れられたラックを荷物用エレベーターを使用し１階に
移動させようとしたところ、当該エレベーターの２階昇降路開口部から約４メートル下の
１階に墜落したもの。

9 5月 商業 男 20 代 営業員 7
交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

得意先回りのため社用車で自動車専用道路を運転中、誤って中央分離帯を越えて対向車線
にはみ出し、走行してきた大型トラックと正面衝突した。

10 6月
運輸交
通業

男 60 代 運転者 10 その他 起因物なし 事業場内で倒れているところを発見され、病院で死亡が確認された。（過重労働）

平成２７年  死亡災害発生状況 

年齢（十歳代）



広島労働局

№ 発生月 業種 性別 職　種
経験

(年数)
事故の型 起因物 災害発生状況

平成２７年  死亡災害発生状況 

年齢（十歳代）

11 6月 商業 女 70 代 販売員 2.5
交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

集金業務中、公道の側溝で、小型バイクの下敷きになっているのを通行人に発見された。

12 7月
その他
の事業

男 50 代 警備員 5 墜落、転落 建築物、構築物
立体駐車場の巡回警備中、４階の非常窓から約１５メートル下の駐車場入口スロープに墜
落した。

13 7月 建設業 男 30 代 作業員 21
はさまれ、巻き
込まれ

トラック
送電線施設の新設工事現場において、管理用写真を撮影中、後進してきたトラックに轢か
れた。

14 8月 製造業 男 30 代 組立工 2 崩壊、倒壊 金属材料
船体ブロック組立て作業中、ブロック側壁の窓枠部分から身を乗り出して、当該側壁を支
えているレバーブロックを巻こうとしたところ、当該側壁とともに倒れ、隣接するブロッ
クとの間で顔面及び頭部を強打した。

15 8月
その他
の事業

男 50 代 警備員
９ヵ
月

高温・低温の物
との接触

高温・低温環境
道路災害復旧工事現場において、交通誘導等の警備業務に従事していたところ、体調不良
を訴え、日陰で休憩していたが、更に容体が悪化し、救急搬送後、熱中症により死亡し
た。

16 8月 建設業 男 10 代 作業員
１ヵ
月

墜落、転落 開口部
６階建てビルの解体工事現場において、屋上階で材料等の運搬作業中、解体ガラを投棄す
るための開口部から１階まで約２１メートル墜落した。

17 8月 製造業 男 40 代 保安業務員 2
有害物等との接
触

可燃性のガス
木造家屋の解体に伴い、地面を掘削してガス管を露出させ、ガス管をカッターで切断した
後、切断したガス管の閉止作業中、掘削した穴の中で意識を失った。

18 9月
運輸交
通業

男 40 代 運転者 7
交通事故(道
路）

トラック
自動車専用道路を走行中、前方の大型トラックに追突し、その後、後方から２台のトラッ
クにも追突された。

19 9月
その他
の事業

男 30 代 営業販売事務員 0
交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

事業場の研修に参加後、帰社するため、自動車専用道路を走行中、道路脇法面にある橋脚
に激突した。



広島労働局

№ 発生月 業種 性別 職　種
経験

(年数)
事故の型 起因物 災害発生状況

平成２７年  死亡災害発生状況 

年齢（十歳代）

20 9月 製造業 男 60 代 管理者 37 激突され
乗用車、バス、
バイク

同僚が駐車場（コインパーキング）に置いた車を出そうとしたところ、運転を誤り、車の
ドアと精算機の間にはさまれた。

21 10月
接客娯
楽業

女 20 代 接客員 5
有害物等との接
触

有害物
雑居ビルで火災が発生し、ビル内で接客中の３人が火傷等の負傷を負い、内１名が一酸化
炭素中毒で死亡した。

22 10月 建設業 男 50 代 解体工 7 飛来、落下 玉掛用具
解体現場において、移動式クレーンを用いて足場材をトラックの荷台に降ろす作業中、
吊っていた鉄パイプが荷崩れし、落下して下敷きになった。

23 10月 通信業 男 50 代 管理者 26 その他 起因物なし
集荷を終え、事業場へ戻るため、貨物自動車で自動車専用道路を走行していたところ、心
筋梗塞を発症した。（過重労働）

24 11月 商業 男 40 代 店長 19
交通事故(道
路）

乗用車、バス、
バイク

出張後、自動車専用道路を車を運転して帰途中、追い越し車線でスリップし、ガードレー
ルに激突した。


